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第 13 回施設建設部会（第 1 部会） 

招集年月日 平成 26 年 7 月 2 日（水） 

招 集 場 所 南部総合福祉センター2 階会議室 

開 会 時 間 午前 10 時 00 分 

閉 会 時 間 午後 11 時 40 分 

出席員 

及び 

欠席委員 

 

〔出席委員 11 名〕 

〔代理委員   1 名〕 

委
員
番
号 

氏  名 

出
席
の
別 

委
員
番
号 

氏  名 

出
席
の
別 

1 杉 浦 友 平 ○ 7 慶留間清栄 ○ 

2 瀬 長  満 〇 8 久手堅永昇 ○ 

3 座 波  一 ○ 9 大 城 秀 雄 ○ 

4 福 島 正 惟 ○ 10 城 間 精 善 ○ 

5  △ 11 神 山 本 聖 ○ 

6 崎 原 盛 秀 〇 12 玉 城 健 一 ○ 

会議に出席した 

事務局の職・氏名 

事務局長  知 花 賢 正 

室  長  山 城  匡 

係  長  知 念 正 樹 

主  査  宮 城 勝 元 

主  任  新垣美智子 

そ の 他 会 議 に 

出 席 し た 者 

代  理  新 里  健（与那原町農水環境安全課長） 

  

会議に付した事件 

及 び 議 決 内 容 
  別紙のとおり 
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第 13 回施設建設部会（第 1 部会） 

会 議 録 

次  第 

 

委嘱状交付   （南城市副市長 座波一） 

開会あいさつ 

 

【協議事項】 

 

１． 正副部会長の選出について 

  部会長：崎原盛秀（西原町副町長）  副部会長：城間精善（八重瀬町住民委員） 

 

２． 長期計画の取り組みについて 

 

 ① 資料 1のスケジュールが出ているが、第 1部会でスケジュールを決めるのか。 

   資料 1 のスケジュールは、参考資料である。部会で協議していただきたいことは、既存施設

の活用も含めてどうした方が良いのかとの方向性を協議していただきたい。 

 

 ② 他地区の施設は受入はできないといっているのか。 

   南部のごみの受入については、まったく拒否ということではないが、全量は難しいとの見解

である。先方の考えは、当該施設が何らかの事情で処理しきれなくなった場合のパックアップ

体制を構築したい考えが強い。現在でも不安を抱えている中で、南部のごみを全量受け入れる

ことは、規模的にも厳しいうえにバックアップ体制の面でもさらに厳しくなるので、南部にも

一施設は整備していただきたいとのことである。 

 

 ③ 糸豊の処理計画ではメンテナンス等を考慮して 70％で計画されているが、資料 3 か

らすると他地区施設への受入が 80％を超えている。その数量の受入の確認はされてい

るのか。 

   具体的な数字の確認はしていない。数字的なものは受入の可否も含め今後の協議になる。 

 

④ 6 市町のごみ量は将来どのような計画なのか。 

   減量化計画を加味しても人口増等による要因等で横ばいか微増となる。 

 

⑤ まずは、構成 6 市町で既存施設も含め一元化をするという協議をすべきではないか。

それが厳しいということになれば、他施設も含めて協議してはどうか。 

    

 ⑥ 自区内処理の原則からして、6市町内で処理する議論をすべきである。 
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 ⑦ 新設をするのか既存施設を活用するのかとの整理が必要である。他地区との最終処分

場の話（バーター）も含めて議論する必要がある。 

 

 ⑧ まずは、33 年度の一元化が無理であるとの整理（理由）が必要ではないか。 

    

⑨ 使える施設を壊してまで、33 年度の一元化をすべきではない。まずは、糸豊と東部

がいつまで持つのかを確認すべきである。 

    

⑩ 糸豊の受入が厳しいとの話があるが、組織統合をして 6市町で運営していく体制を構

築すれば状況は変わるのではないか。 

 

⑪ 今回の協議事項を第 1部会で決定したら、理事会にあげるのか。 

   第 1 部会の後は、幹事会を経て最終的には理事会で決定していく。 

 

⑫ 他地区は、南部のごみを全量受け入れる場合処理能力を増やさないといけないようだ

が、その確認はされているのか。 

   確認はしていない。受入を前提とした場合はこうなるという想定の話である。 

 

⑬ 事業費等の金額を入れた資料も作成できるのか。 

   概算の数字は提示できる。 

 

 ⑭ 既存施設は、基幹改良はできないのか。 

   基幹改良は可能であるが限界がある。 

 

 ⑮ 最終処分場の輪番制と一元化施設の輪番制は複雑にはなると思うが解決しないとい

けない問題である。その中で他地区への検討ではなく、糸豊へ全量受入れをして現施設

が稼働できる間持たして、その後、新しい施設を糸満市以外に造るという案も含めて議

論すべきではないか。 

 

 ⑯ 当事者意識を持ってもらう意味でも清掃組合職員も入れて議論できないか。 

   幹事会に清掃組合職員も入れて議論してもらう。 

 

【確認事項】 

 長期計画については、既存施設の活用を含め構成 6市町内で処理を行う案で協議する。 

 


